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フロッケ状態とは、時間周期性のあるハミルトニアンH(t)=H(t+T)を持つ電子

系において、時間並進対称性に対応する固有状態であり、ブロッホ状態の時
間的アナロジーと見なせる。非平衡でありながら周期的な準平衡と見なせる
ユニークな状態で、静的な系では現れない新奇相や量子状態の高速・動的
制御といった点で注目されている。パルス光を用いた強光場駆動のフロッケ
状態が時間分解光電子分光で観測されている[1]。

                        光は時間周期性を系に与える場として有力である一方で、光電場と電子の
結合は本質的に弱い。超短パルス光が必須であり、光駆動フロッケ状態は
100 fs 程度の持続時間しかなく、詳細なキャラクタリゼーションには限界があ
る。コヒーレント・フォノンは、位相のそろった格子振動であり、結晶ポテンシャ
ルに時間的な周期変調を与えるので、原理的には光と同じくフロッケ状態を
駆動できる[2]。光子に比べて電子系との結合強度が本質的に高く、パルス
光では実現困難な精緻な制御を可能にする新しい駆動方法になりえる。さら
に、はるかに長寿命なフロッケ状態の創出が期待できるなど、フォノン駆動フ
ロッケ状態は多くの魅力がある。しかし、その実証はされていない。

                        本講演では、我々が進めている光電放出を利用した量子ビート分光を用い
た、フォノン駆動フロッケ状態の測定について紹介する[3]。
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